
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

日本産科婦人科学会雑誌　AcTA 　oBsT 　GYNAEc 　JPN　v ・ 1．33，　 No．5 ，pp ・612− 618， 1981 （昭 56，5月）

妊婦尿中の pregnancy−specific 　Bi−g且ycoprotein

（SP1）に 関す る研究

三 重大学医学部産科婦人科学教室 （主 任　杉 1［1陽一
教授）

東

田

川

伊

前

早

純

範

彦

雅
一

滋

山

木

山

西

沢

杉

男

仁

一

幸

泰

陽

能勢　義正

今泉　博充

Study　on 　the　Properties　of 　Pregnancy−specific βi−glycoprotein

　　　　　　　（SP1）in　Urines　of 　Pregnant　Women

Masazumi 　ITo，　Yukio　N 　lsH！YAMA ，　Ybshimasa　NosE ，　Kazunori 　MAEDA ，　Yasuhito 　SAwAKI ，

　　　　　Hiromichi 　IMAIzuMI ，　Shigehiko 　HAYAKAwA 　 and 　Y6uichi　SuGIYAMA

　　　　 1）晦 r砲 翩 げ仍 stetrcl‘∫ and （；］necogegy
，　Schoet　of 　Medicine，　Mie　UniversitJ，　Mie

　　　　　　　　　　　　　 CDi剛 or ： Prof 「euicゐゴε麗9加 〃副

概要　我 々 は 今回妊婦尿中に 排泄 され る SP
， の 性状 に つ い て ，そ の 種類，分子量お よび 免疫学的性格 を検索

し，血 清中に お け る SP， と対比 し 検討を 行 つ た と こ ろ，以下 の 結論 を えた ．

　1） 妊婦尿を硫酸 ア ソ モ ー＝ウ ム で 塩析 し， さらに それを生理食塩水 で 透析 して 濃縮尿を作製 した．

　2） 妊婦濃縮尿で 抗 SP
、 血 清を用い た Ouchterleny 法を行 うと 2 本の 沈降線を認め，ま た SRID を行 う

と 2 重沈降輪が 認 め られ た ．

　3） 妊婦濃縮尿 を 用 い て Sephadex　G −1509el．　filtrationを行 い ，各 fractionを抗 SPエ 血清を用 い た SRID

で観察す る と，fraction　No ・58 は 明瞭 な 1 重沈降輪で あ り，　 fraction　No ・　61 は 内側が 明瞭 で 外側が うす い 2重
沈降輪 で あ り，fraction　No ・66で は うすい 1重沈降輪を認 め た e

　4） fracti。n 　No ・58 と fractien　No ・66 とを 等量混合 し た もの で 抗 SP ・ 血清 を用 い た SRID を 行 うと，　 frac−

tion　No ．61 と同様な 2 重沈降輪を形成 し た ．

　5） 抗 SP
， 血清を 用 い た Ouchter王ony 法 で fraction　No ．58 は 血 清 SP

、 と融合を 示 し，
　 fraction　No ・66 と

spur を形成 し た ．

　6） 分 子 量 を 測定す る と fraction　No・58　etifll清 と同 じ 110，000で ，　 fraction　N ・，66は 75，000で あっ た ．

　7） 免疫電気泳動 を行 うと fractin　No ・58
，　No・66 ともに 血清 と同 じ部位 に あ り，β 、 分画に 存衣 した ．

　妊婦尿噌 とは 2種類の SP
、 の 存在する こ とが 判明 し， 我 々 は No ．58 に お け る SP

エ
fractionを SP

，

−A
，
　No．

66 に お け る SP、　fraction を SP
、
・B と仮称 した 。

1Synops
量s　The 　properties　of 　pregnancy −specific βrglycoprotein （SP ユ）were 　examined 　in　urincs 　of 　pregnant

women
’．　 Two 　 cross −reactive 　substancies 　wlth 　rabbit 　antisera 　to　SPI　were 　observed 　in　the 　urines 　 of 　pregnant

woman ．

　 By 　agar 　gel　immunodiffusion　method 　two 　l三nes 　were 　formed　and 　by　single 　radial 　immunodiffusion （SR 正D ）

double　 rings 　were 　detected　in　concentrated 　pregnancy 　urincs ．　 The 　i  unoprecipitate 　of 　the　inner　ring 　in

SRID 　 was 　 distincら while 　 that　 of 　the 　 outer 　 ring 　 was 　 rather 　indistinct，　 compared 　 with 　the 丘brmer，　 The
substance 　 to　 make 　 inner　 r三ng （tentative 艮y　 called 　SPエ

ーA ）was 　f｛）und 　 to　be　 the　 same 　 as 　SP ，
　 in　pregnant　 serum ．

The 　SP1−like　su1〕stance 　to　make 　outer 　ring （tentatively　called 　SP ビ B）appeared 　to　be　specific 　to　pregnant　urine ．

　 Although 　the　precipitation　lines　of 　urinary 　SP ，　were 　slightly 　different　f丗om 　that　of 　serum 　SP ，，
　bQth　SP 广A

and 　 SP
、
−B 　were 　m ユgrated　towards 　the β广 globulin　 rcgion 　in　immunoelectrQphoresis．　 The 　 mo 正ecular 　 wcights

were 　 estimated 　by　gel　filtration　mcthod 　and 　calculated 　to　be　 110，000　fbr　SPL−A　 and 　 75
，
000　 f｛〕r　 SPrB ，

respectively ．
Key 　wordi ： Prcgnancy −specific 　Pi−glycoprotein（SP 、）
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　　　　　　　　 緒　　言

　妊婦ntLts中 に 特異的 に 出現す る糖蛋白 と して，

Bohn6） （1971）の発表 した Pregnancy“sPecific 廐

glycoprotein（以下 SP1 と略す）は ，そ の ．面清濃

度が胎盤機能や胎児発育 の 指標 に な り得る
1）鋤

と

して 注 目され て お り，近年で は SP1 の radioim
−

munoassy の 完成 とと もに 切迫流薦 ， 絨毛性疾患

な ど に 際 し て の 種 々 の 臨床成績が 報告され つ つ

ある
2〕8）．しか しながら SP

， の 生物学的作用 と意

義に つ い て は ， 母体内に お い て妊娠時に 急増す る

各種 horm ・ ne と結合牲を 示す と い う成績
4＞

を 除

くとなお全 く不 明で あ り，．また 胎盤の syncitiot
’
r−

ophoblast で 産生された SP
ユ が ， 溝体体内 で い

か な る経路を経て代謝 され て い る か に つ い て もほ

とん ど分 つ て い な い ．

　 そ こ で 我 々 は SPI の 体内 に お ける 代謝経路を

追求する研究 の
一環 と し て ，尿中へ の 排泄状況 に

注 日し ， 尿中に お け る SP1 の 性状に つ い て ， そ

の 種類 ， 分
・子量お よ び 免疫学的性格を 検索 し ， 血

清中に お け る SPI と対比 し検討を 加 えた の で 報

告す る．

　　　　　　研究材料及 び研究方法

　 1． 研究材料

　 妊娠 38週 の 妊婦 5 名 よ り得た 各 々 750ml の 尿

（トル エ ン を数滴添加 の 24時間蓄尿）， お よ び それ

ぞ れ同一妊婦 の 肘静脈 よ り採取 した 血清10ml を

研究材料 と した ．

　 2． 研究方法

　 1）　濃縮躍の 作製方法

　 妊婦尿75ern1 を遠心分離（5，
000r・P・m ・15min・）

して 沈渣を除去 し，上 清 に 硫酸 ア ソ モ ニ ゥ ム 285g

を加え ， 50％飽和硫酸 ア ソ モ ＝ ウ ム 溶液とし て ，

一
昼 夜氷室 （2 〜 4 ℃）に 放置 し て 蛋白を塩析し

た 。こ の 溶液を再度遠心分離 （1，
000r．p。m ．4°

G　20

min ・）する こ と に よ り尿蛋白沈殿物を取 り出し，

それを生理食塩水 20ml で 溶出させ ， 透析膜を用

い て生理食塩水で 十分に 透析 した ． こ の 透析 した

溶液中の 沈殿物は 遠心分離 （3，
000r．p・m ・20min ．）

に よ つ て 除去 し， 上 清 に 生理食塩水を加え　37mI

の 濃縮尿が得られ る よ うに 工夫 した e

613

　同一操作を他の 4 例の 尿に つ い て も行 つ た ．

　2）　Ouchteriony 法お よ び 一元免疫拡散板法に

よ る濃縮尿中 SP
、 の 検出方法

　 Ouchterlony 法で は 厚 さ 1・5mm 　 l・2％ agarose

gel 寒天平板 （Barbital　 buffer　 pH 　8・6）を 作製

し ，直径2．Omm の 小孔 を 間隙7mm で あけ ，

一

方に 濃縮尿 ， 他方 に抗 SP
， 血清を入 れた ． こ れ

を 恒湿槽内で約24時間放置反応 さ せ ， 沈降線 の 出

現を観察した．

　
一一

元免疫拡散板法 （以下 SRID と 略す）で は

L2 ％ agarose 　 gel　 20ml に 対 し て 抗 SP1 血清

200μ1 を加え ，厚 さ1mm の 寒天平板を作製 し，

直径2・5mm の 小孔を あけて 6μ1 の 濃縮尿を滴下

し ，Ouchteri・ ny 法 と同様に 反応 させ ，そ の 沈降

輪の 直径を測定 した ．

　 測定に 際 し て は ， 寒天平板を生理食塩水中に 約

1 日浸 し除蛋白を行 い ， 30分間水洗を 行い ，0．1

％ タ ソ ニ ソ 酸溶液に 30分浸 し て か ら沈降輪を観察

測定 し た ．

　 な お ，抗漁清は Beringwerke　 A・G ・製の 抗 SP
，

血 清を使用 した ．

　 3） 濃縮尿 の gel　 filtration法 に よ る SP1 の

種類の 検討方法

　 濃縮尿4・5ml を Sephadex 　 G −150 を詰め た直径

2．5cm，長 さ 100cm の colurrlll 　 i！こ 添加 し， 02M

NaCl 十〇・05M 　Tris　HCI 　buffer（pH 　8・0）を用 い

て 流速17ml ！h で gel 創 trat三〇 n を行 い
，
　 fraction

collector を用 い て 1−tube あた り120滴 （4・95ml）

で採取 した．各 tube の 吸光度 を 0 ，D ．280nm で

測定 し た うえ ，
SP

エ
の 存在部位 を Ouchterlony

法お よ び SRID で 観察 した ．

　 各 SRID で SP
，

の 存在 の 確認 された各 tube

は ，
コ ロ ジ オ ン 膜を用 い て 10倍に濃 縮 し た うえ ，

以下 の SP
， の 種類 の 検定に用 い た。

　 種類 の 検定に つ い て は 各 々 の 濃縮され た fract−

ion　tube の 溶液 を用 い て SRID に よ る 沈降輪 の

出方 ，すなわ ち，大 きさある い は 2 重沈降輪お よ

び 1重沈降輪な どの 出現 の 仕方 ， また Oucterlony

法 に よ る 血 清 SPI との 沈降線 の 結び つ きの 有無

な どに よ り判定 し た ．
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、 に 関す る 研 究 日 産 婦 誌 33巻 5 号

　 4） 濃縮尿中 SP
， の 分 子量 の 検定 方法

　Andrews5 ＞
の gel　 filtrationに よ る 蛋 白分子 量

測定法 に よ り尿中 SP
、 の 分子量を測定 し た ． す

なわ ち protein　 molecular 　 xvcight 　 marker と し

て Schwa・z −MANN 社 の Apo −Ferritin （分子 量

480・OOO）・
Gamrna 　 gl・bulin （分子量 160

，
000），

Ovalbumin （分子量45，000），　 Myogl ・ bin （分子量

17
，
800）の 4 種 を用意 し ，　buller　4 ．5． 1 に 溶解

した うえ尿 と 1司じ c・ lumn で gel　 filtrati・ n を行

い， 各蛋自 の 吸光度が peak 時 の 流出量を 求め

た ．片側対数 グ ラ フ 用紙 の 縦軸に 分子量 ， 横軸 に

流出量 を と り， 4 種 の 標準蛋白の 流出最高点 を

plqt し標準曲線 を作成 した ． こ の 曲線 h に ， 濃

縮尿 の SP
， 濃度 の peak 時 の 液量 を plotす る

こ と に よ り，分子量を算定 した ．

　 ま た ， 対照 と し て 妊婦血 清に つ い て も濃縮尿 と

同 じ 条件 で column に 添加 し て 分予量 を 算定 し

た。

　 5）　免疫電気泳動 に よ る 濃縮尿中 SPI と 血清

SPI の 比較方法

　濃縮尿 と妊婦 エ血清を 対比 し て 通常の 免疫電気

泳動を 行 い （barbital　buffer　 pH 　8．6 イ ォ ン 強度

O．05，IOOv．2h）， 沈降線 の 出現部位お よ び 出現の

仕方を観察 した ．

　　　　　　　　 研 究成績

　 1） 濃縮尿 の 作製

　妊婦尿 750ml を 50％飽和硫酸ア ン モ ニ ウ ム で

処理 した こ と に よ り，尿中の 蛋白成分を濃縮 し た

状態 の 溶液37m 王 が 得 られ た ．そ こ で， こ れ を妊

婦濃縮尿 と して 以
一
ドの 実験に 用 い た ．

　 2） Ouchterlony法 お よ び
一

元免疫拡散板法に

よる濃縮尿中 SP
王 の 検出

　妊婦濃縮尿 を妊婦血 清と対比 し て Ouchterlony

法 で 抗 SP
，
　 i血清と反応 さ せ た 結果は

， 図 1 に 示

す よ うに 血清で ば 沈降線 が 1本 で ある の に 対 し

て ，濃縮尿で は 2 本 の 沈降線が認め られた．一方

妊婦濃縮尿を 妊婦血清 と対比 して 抗 SP
、 血 清を

用 い て SRID で 反応 させ る と ， 図 2 に 示 す よ う

に 血清で は強 い 沈降輪が 1重に 認め られ る の み で

あ る が ，尿で は 2 重 の 沈降輪が認 め られ，そ の 内

図 エ　 Relation　 of　urinary 　 and 　 serum 　SPL　by　Ouch −

　terlon｝
r　method ．　No ．58　and 　No．66　are 　frac−

　tions　 fiowed　from　 colum ！l　 of 　 concentrated 　preg−

nant 　Urlner

seru 皿

NO 。58

urlne

No 。66

図 2　 SPI　 of　pregnant　 urine 　 and 　serum 　by 　SRID

seru 鵬 urlne

側 の もの は 明瞭な沈降輪で あ り，外側の もの は や

や うす い 沈降輪で あつ た ．他 の 4例 の濃縮尿に つ

い て も同様 の 成績を得た ．

　 3）　濃縮尿中 SP1 の gel　 filtration法 に よ る

種類に 関す る検討成績

　 （a ）濃縮尿 の gel　filtration法に よ る検討成績

　濃縮尿4．5ml を Sephadex　G 一工50 の column に

流 し ， 各 fL’acti ・ n の 吸光度を O ・D・280nm で測

50
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E
⊂
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図 3　 Urinary　 SPL　 concentra 重ion　of　 fraction　 by

　SRID 　 compared 　with 　 gel 丘ltr飢 ion　 pattern　of

　pregnant　urine
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図 4　SPI　 Qf 　 urinary 　G−1SO　fraction　by　SRID

No ． 58 No 。61 No 。66 No 。58 ＋NO ．66

定 し た と こ ろ ，塩類部分で は 著明な peak を認め

る もの の
， 図 3 に 示 す ご と くそれ ま で の 所で は特

に peak ぽ 認め なか つ た ． こ の 各 fractionに つ

い て SP1 の 出現 部偉を SRID で 検索す ると， は

つ き りと し た沈降輪を もつ もの が fraction　 No ．56

（以下 No．56 と呼ぶ ） よ り No．6工 ま で 出現し，

No ，58 で 最高濃度を示 した ． 次 に うす い 沈降輪

を もつ もの が No．60 より No．68 ま で 出境 し，

No．66 で最高濃度を示 し た ，し た が つ て No・60
，

N 。 ．61 に お い て
， 図 4 に 示 す ご と く沈降．輪 は濃

縮尿で 見 られ た の と同 じ状態の 2 重沈降輸で あっ

た ．

　
一
方， 妊婦 血清 に つ い て 同

．一
条件 で 行 つ た成績

で は 塩類部分以外 に 図 5 に 示す よ うに
， 蛋 白部

図 5　 Gel　 fi工tration　pattern　 of 　pregnant　 serum 　 co −

　 mpared 　 with 　 serum 　SP ↓ concentration 　 of　 each

fraction　by　SRID

薑
　

巽 2．。

髯

§
8toh

（5ephadex 　 G 齲150 ）

　 ロ

　需
　 芍
即 m　し
6．。 均
　 o

t°．， e ，。留，P16

°

　
？°

， ，£2，1。 ． ，。

分 に 3 つ の peak を 認 め た ．各fraction に っ い

て SPt の 出現部位を SRID で 調 べ る と ，
S？ i は

No・54 よ り 1｝i現 し 始 め No ，59 で 最高濃度 を 示

し， 以後漸減 して No・65 以上 で は 検 娼され な か

つ た ，

　 （b）濃縮尿中 SP1 の
一一

元免疫拡散板法 に よ る

検討成績

　濃縮尿を gel　filtrationして 得た 各 fraetion の

うち No．58
，
　No．6正

，
　No．66を コ p ジ ォ ソ 膜を使

つ て 10倍 に 濃縮 し ，SRID で 観察 し た 。そ の 結果

は 図 4 に 示す よ うに No・58 は 明瞭な 1重沈降輪

を示 し ，
No ．61は 2 重沈降輪を示 し

．
た．　 Ne ．61の

内側の 沈降輪は No・58 よ り小 さ い が ， 明瞭な 沈

降輪で あ り，外側の 沈降輪はやや不 明瞭な沈降輸

で あつ た ．ま た ，No．66 は No．61 の 外側 の 沈降

輪 と同様 に うす い が 大 きい 弖重沈降輪 と して 観察

され た ．

　 さ らに ，Nv．58 と No・66 を小孔 に 6μ1 ず つ 等

量に 入れて 実験を行 うと，図 4右端に 示 す よ うな

2 重沈降輸が み ら れ た ．そ の 内側の 沈降輪は No・

58 とほ ぼ同 じ直径で濃 い 明瞭な沈降輪で あり，外

側の 沈降輪は N ・ ・66 と ほ ぼ 同 じ 直径で うす い 沈

降輪で あ つ た ．

　 （c ）濃縮尿 中 SP
、

の Ouchterlony 法 に よ る

種類に 関する検討成績

　前項 の 成績 に よ り分
二f量 の 異な る SP

，
　 fraction

が No・58 と No・66 に 分か れ て 存在 し ，　 NQ．61

に は そ の 両者が混在 して い る と考え られ る の で ，

こ の 検体に つ い て Ouchterlony 法を 用 い て 検討

し， 妊婦 宙エ清中 に み ら れ る SPI と の 関連 をみ

た ．

　図 王に示す よ うに 寒天平板 の 4 つ の 小孔 に それ

ぞれ No．58
，
　N （L 　66

， 濃縮尿お よ び妊婦血清を添
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加 し，中央の 小孔に 抗 SP
， 血清を満た し た ． そ

の 結果 No・58
，
　 No．66 お よ び 妊婦血清 と抗 SP

，

血清 と の 間に は 1本の 沈降線が で ぎ ， 濃縮尿 と抗

SP1 血清 と の 間に は 2 本 の 沈降線が認め られ た ，

抗 SP
、
　 E血清 と濃縮尿 との 間に 出来た 2 本 の 沈降

線の うち抗原 （検体）側 の 沈降線は ， 抗 SP1 血

清と妊婦血清 との 間 に 出来た 沈降線 お よ び No ・

58と の 間に 出来た 沈降線 と 融合像を 示 した，ま

た ，抗 SP1 血 清 と濃縮尿 と の 間 に 出来た 2 本 の

沈降線 の う ち 抗体 （抗 SP
， 血清）側 の 沈降線

は ，抗 SP1 血清 と No．66 と の 間に 出来た 沈降

線 と融合像 を示 した． さ らに そ れ らは 抗 SP
， 血

清 と No．58 との 問に 出来た 沈降線と spur を形成

し た 。

　以上 の 実験成績か ら No ・58 は 血 清中 に 存在す

る SP
、 と同

一
物質で あり，N 。．66は尿中に 特有

な SPl　fracti・ n で ある と判明 した ．そこ で 我 々

は No．58 に お け る SPl　fraction を SP
，

−A
，
　 No ．

66に お ける SPI　 fractionを SP
、
−B と仮称す る こ

と と した ．

　4）　濃縮尿中 SP
、 の 分子量 に 関す る 検討成績

　尿 中の SP
、
−A

，　SP 、
−B お よ び血清中 SP1 の 分子

量を Andrews5） の方法 で 求め た ． 濃縮尿 5 例 に

つ い て 流出量 の 平 均を と る と，SP
、

−A は 289・7ml
，

SP
，
・B は 327．3ml で あ り ， さ ら に 妊婦血 清 5例

の 平均を み ると287．4ml で peak を示 し た ．そ の

値を標準曲線に 入れ ， それ ぞれ の 分子量 を求め る

と ，図 6 に 示 す ご と く尿中 SP
、
−Al ・tl10 ，000，

尿中 SP
王
一B は 75，000，ま た 血清 SP1 は 1工O

，
OOO

で あつ た ．

　5） 免疫電気泳動法 に よ る濃縮尿中 SP
ヱ と ［血

清中 SP
、 に 関す る比較検討成績

　 図 7 に 示す よ うに 濃縮尿に お い て み ら れ る 2 本

の SP1 の 沈降線は 同 じ部位に 泳動 さ れ， ま た 血

清巾 に み られ る 1 本の SP
， の 沈降線 の 部位 よ り

や や陰極 よ りで あ る が ，ほ ぼ同 じ位置に あ る．ま

た ，免疫電気泳動 は Ouchte・1・ ny 法に 電気泳動

を 組み 合わ せ た も の で あ る か ら，拡散 に よ る位置

関係は Ouchterlony法 の 時 と 同 じで あ る ．図 7

を 図 1 と比較 して み る と， 図 7 に お い て 抗原 （濃

図 6　 Molecular 　 weight 　 estimation 　 of 　 each 　SP
足

by　gel　filtration　 of　 sephadex 　G噂150
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図 7　 1mmunoelectrophoresis 　 of 　pregnant　 conce 皿
一

　tr窺ted　urine 　and 　serum 　by　ant トSPi

S ： serum 　 U ： urine 　 a−SP エ： anti −SP1

縮尿）に 近 い 明瞭な沈降線が SP
、
−A で ， その 外

側 の うす い 沈降線が SPi−B に 相当する と考 えら

れ る． 血 清 SP
， が β1 分画で ある こ とに よ り，

濃縮尿で で ぎた 2 本 の 沈降線 つ ま り SPI−A お よ

び SP
、
・B は β、 分画 に存在す る こ とを示 した ．

　　　 　　　 総括な らびに考案

　SP
、

は 妊婦血 清中に 出現す る 妊娠特異蛋白 と

し て 1971年に BohnO に よ り発見 ， 命名 された糖

蛋白で あ るが， こ の 蛋 白は 妊婦尿に も微量 に存在

す る こ とが Bohn 自身 に よ り指摘 され て い た ．

しか しな が ら ， 尿中に おけ る SPi の 量的動態な

ど詳細に つ い て は 今 な お 不 明な点が 多 い ．教 室

の 西山ら
3）

は 1977年 に SRII） を用 い た 測定実験

に お い て
， 原尿で は妊娠33週以後 に 微量 に 検出 し

うる こ とを報告 した も の の ，そ の 測定時に
…部 の

検体 に お い て ，うすい 2 重沈降輪を認め て お り，

今後の 問題点 と して い た ．
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　そ こ で 我 々 は ， SP
、 の 母体内に お ける 代謝過

程を 追求す る 上 か らも， 尿中に お け る S耽 の 排

泄動態を知 る必要性を感 じ，あらた に濃縮尿を用

い て 検討を加えた ．

　濃縮尿 とし て は ， 濃縮操作その もの に よ る影響

をみ る 目的で 原尿を直接凍結乾燥 し た もの と，今

一つ は 50％飽和硫酸ア ソ モ ＝ ウム に よ る
一
般的な

蛋 白濃縮法に した が つ た もの の 2 種類を 用意 し た

上 で
， それ らと市販 の 抗 SPI 血清とを反応 させ

た ．その 結果は 両濃縮尿 と も Ouchterlony法で 明

らか な 2 本 の 沈降線 を 認め る こ とが で き， ま た

SRID で は 2重沈降輪 を 認め る こ とが で きた ．

OuchterlOny 法 に よつ て 2 本の 沈降線 を 認め る

とい うこ とは ，尿中 の SP
、 に は 抗 SP

， ．血清 と

反応す る共通抗原を 持 つ 2種類の SP
、 が 存在す

る こ とを意味して い る．すなわ ち，そ の うち の 1

種類は 血 清 SP1 と沈降線 の 融合が 認め ら れ る の

で ，尿中に 存在す る 2 種類の うち 1種類は 血清中

の もの と同
一

の も の と考え られ ， 残 りの 1種類は

尿中に 特有な も の で あ る と考え られ た ．

　 一方 ，
SRID に よ つ て 2 重沈降輪 を 示 す こ と

も ， 分子量 の 異な る 2 種類 の SP
、

の 存在を示 唆

す る も の で ある． 一
般に SRID で 2 重沈降輪 を

示す場合注意 す べ き事項 と し て ，（1） 1ip・pr・t・

ein な どは 抗体が な くて も沈降輪を作 る こ とがあ

る こ と，　 （2） 市販の 抗血清 自身に 抗 SP
， 以外

の 非特異抗体 が 含まれ て い る か もしれ な い
，

の

2 点が ある ．まず （ユ） の 点に つ い て は ， 反応終

了後除蛋白の 目的で 寒天平板全体を生理食塩水中

に 入れ て イ オ ン 強度を 上げて や ると ，
lipoprQtein

の 沈降輪は 消失す る こ とが 知 られ て い る． 我 々

も本実験に お い て 寒天平板を生理 食塩水中 1，a・24時

間放置 し た が， 2 重沈降輪は 消失 し な い こ とを確

認 して い る．次に （2） の 点に つ い て は ， 健康男

子や非妊娠婦人 の 濃縮尿お よ び血清を用 い て 同様

に 検討 した が， それ、らの 場合沈降輪 が 形成 され

ず ，一方妊婦血 清に お い て は 1重 の 沈降輪が形成

され て お り， 以上 の 成績 よ り抗 SP
エ 以外の 非特

異抗体は存在 し な い と考え られ た ．

　 そ こ で 具体的 に gel　 filtrationに よ る 尿中 の

SP
、 の 分析を 試み た とこ ろ ，

　 gel　filtratlonで 最

初に 溶出され て くる分子量 の 大きい SP
、 （こ れ を

SPI−A と仮称す る）は ，　 Ouchterlony 法で み る と

血清 SP1 と同一物質で あり， 遅 く溶出される分

子量 の 小さ い SP
、 （こ れ を SP

，
−B と仮称 す る ）

は 尿中に 特有な もの で あ ると判明 した ，こ れ ら尿

中 SPi の 分子量を 調 べ る と ，
　 SP1−A は 110，000

で ，SP
、
−B は 75

，
00Gと い う結果が得られ た ．こ の

点 に つ い て は 近年 Bohn7 ＞ が報告して い る尿 中特

有の SP
， の 分子量は 65，000で あるとす る成績 と

ほ ぼ 一致 して お り ，
T ・ wler 　 et 　 al ．i°）

の 指摘す る

尿中に お け る variant 　type　 SP
， を裏づ け る

一
つ の

事実が得 られた こ ととな る．

　 こ の 2 種類 の SP
， が SRID に お け る 2 重沈降

輪に お い て それぞれ の 位i を 占め る か とい う点に

つ い て ， 我 々 は今回の実験に お い て外側の うす い

沈降輪が尿中に 特有な もの で ある と結論 し た ．そ

の 理由は ，

一般 に分子量 の 小 さ い蛋 白ほ ど寒天 中

に お ける拡散速度が速 い こ と ， お よ び gel　 filtrat−

ion に よ り区分さ れ た SP
，

−B と SP
、

−A とを 混

じて SRII） を行 つ た 実験に よる 成 績な どに よ つ

た．

　 尿中 に お ける SP1−A お よ び SPrB の 存在意

義 に 関 し て は ，
SP

，

−A は 血 清中 の SP1 の 一部

が 腎 よ りそ の ま ま 排泄 さ れ た と 考え られ るが
，

SPrB に つ い て は 分子量がや や小さ い と い う こ と

か ら推察す る と ， 血清中の SP
、 が 体内 の ど こ か

で 代謝 さ れ た 結果，分子構造が 一
部切断 され た形

で 排泄 され る代謝産物 とも考える こ とが で きる．

し か し ， それ らの 詳細に つ い て は今後 の 検索が必

要 と思われ る．

　 稿 を 終 わ る に あ た り本 研 究 に 対 し て 御懇篤 な る 御指

導 を い た だ い た 三 重 大学 医 学 部法 医学 教 室 石 本 剛一助

教授 に 深 謝 致 し ま す．

　 な お 本 論文 の 内容 の 一部 は 第 63回 東海 産 科婦人科 学

会 お よ び 第 32國 目本 産 科婦 人 科 学 会 学 術 講 演 会 に お い

て 報告 し た ，
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